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東北地区 90% の大学図書館で貸出が低迷
(Post-COVID loans stay low)

低回復群

高回復群

低回復群
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データ出典：東北地区大学図書館協議会加盟館
62館の年間貸出冊数（2018～2024） 2



東北大学附属図書館・本館の例
Case study: Tohoku Univ. Main Library

3



キャンパスの一部としての大学図書館
Libraries as part of university ecosystem

地下鉄乗降客数
Subway ridership

大学生協決算
Univ. Coop 

financial settlements

学生生活調査
Student lifestyle survey

入館者数
Gate counts

貸出冊数
Book loans

電子ブック・アクセス数
E-book Access
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地下鉄人流は100%回復、生協の売上は頭打ち、が意味すること
Campus Visits Declined

２０１９年を
100%とした
場合の増減

入館者数
生協食堂売上高

貸出冊数

川内駅乗降客数
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入館者数、貸出冊数は減少し、「場」の利用へ
Visits and Loans Correlation

入館者数 （人/月）

貸出冊数
（冊/月）
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1入館当たりの貸出冊数が減少
(Post-COVID loans stay low)

コロナ前
（2018平均）

コロナ後
（202５平均）

（
貸

出
/
入

館
）
比

東北大学では
11～15万冊/年

に相当
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入館者数

貸出冊数

場としての需要が増加
(Library as a Learning Space)
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学部１年生が借りなくなった
Sharpest Drop in Loans Among First-Years

貸出利用者属性
（学部/学年）

貸出増減率（2025年度 / 2018年度）
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図書館資料利用講義の終了は大きかった（コロナ・ショック）
Impact of Discontinued Course
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しかし、その後も下降は続く（ポスト・コロナ）
Post-COVID Trend: 30% Loan Decline

貸
出

冊
数

ー： ６ヵ月移動平均
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貸出冊数
（冊/月）

アクセス数
（回/月）

電子ブックは紙の代わりではない
E-book growth is not replacing the physical loans

電子ブック
アクセス数

貸出冊数

KinoDen

MeL

Springer etc.

















電子ブックは参照利用・辞書的利用が主で、紙の図書の貸出減とは関係がない

＊ただし、医系はこの限りではない
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Book Loan Decline
（じゃあ、なぜ貸出冊数は減ったのか？）
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2025

学生の生活変化
Lifestyle Changes Among Students

1.4%33.2%

2017

データ出典：東北大学学生生活調査、２０１７、２０２５
Student Lifestyle Survey (2017 & 2025)

学部生のアルバイト率 （週１１時間以上）
Undergrads Part-Time Job Rate (over 11 hours / week)

14



生成AIの急速な浸透
Rapid Expansion of Generative AI

貸出冊数（左軸）

2022年11月

Chat-GPT
2023年11月

下降トレンド開始

AI利用率（右軸）
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AI利用率データ出典：
Data Scientist Assoc. (２０23、２０２4)
Mynavi (Apr, 2025), LINE Res. (Dec, 2025)15



AIの得意そうな分野が打撃を受けた
Categories Coincide with AI Preference

自然科学

言語

哲学

芸術

文学

社会科学

技術・工学

産業

歴史・地理

総記・情報科学

NDC分類

2025年（対2023年）の減少率 16



学部1年生のシェアは下降
Dropped Share of Undergrads 1st Year in Total Loans 
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出

に
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研究
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考察

学部１年生の入館者数減・貸出冊数減は、以下の要因によって、キャンパスへの人流減と滞在時
間が減少したことが原因と考えられる

主な要因：

• AI検索の浸透

• アルバイト時間の増加
• オンライン講義の拡大
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 2024年以降の貸出冊数減少は、大学生のAI検索利用率が 50% を超えた時期と一致する

⇒ 図書による情報検索がAI検索に取って代わられつつある

 AIの二面性

図書館にとっては、図書貸出冊数を減少させる競合者

学生にとっては、時間を有効活用するためのサバイバル・ツール

考察
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貸出利用がゼロ
の学生割合

入学からの経過月数（０＝４月）

コロナ前（～2019）

コロナ後（2023～）

コロナピーク時
（2020～2022）

8月（前期末）までが
その後の習慣を決める

8月までに借りない学生はその後も借りない
Lock-in Effect: Library Habit by August Determines the Rest
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初年次学生へのアプローチの効果
2023 Cohort Shows High Loan Rate 
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効果は2年目まで続く
2023 Cohort Shows High Loan Rate

 効果は２年次まで

 ちなみに、、、
理系：インパクト大
文系：インパクト小

入学後の経過月数

累
積

貸
出

冊
数

（冊
/人

）

22



 貸出冊数と比較すると、入館者数の回復率は高い。「場」としての需要が高まっている

 AI検索の浸透、学生の学修・生活スタイルの変化により図書資料の利用は低下した

 待っていてもコロナ前の水準に戻ることはない → 需要に合わせた「場」を作り出す必要

 学部１年生にリーチするのが効果的なのは間違いない。学生のための「場」の創造に加えて、
教員との協働による図書館資料活用講義や、AIに代替されない分野の資料活用促進など

まとめ
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ポイント

1. 待っても戻らない ⇒ 状況は変化した

2. 「場」の利用へのシフト ⇒ 図書館が変化する番

3. 初年次介入の重要性 ⇒ 積極的アクションの必要性
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「場」としての図書館： 課題提起

１．何を目的にアクションするか（図書館機能の再定義。指標としての入館者数・貸出冊数再考）

２．限られたフロアでどうバランスをとるか（場の価値設計と資料収集）

３．初年次学生にどう仕掛けるか（図書館に来ない層へどうリーチするか）

25



Thank you for your attention.
(ご清聴ありがとうございました)
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